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 海岸近傍に位置するＰＣＴ桁橋に鉄筋腐食による剥離，浮き等の変状が発生していたため、ＰＣ鋼材の破断

等が懸念された。このため、筆者らは、応力開放法である削孔によるコア周辺の開放応力測定法を用いてコア

周辺の開放ひずみを計測することにより、死荷重時の応力状態及び、残存プレストレス量の推定を行った。 

１．目的  

 ＰＣ構造物は、中性化、塩害、凍害、アルカリ骨材反応およびグラウト不良によるＰＣ鋼材の破断とクリー

プなどによるプレストレスが減少し、ＰＣ構造物の安全性能の低下が懸念される事態が発生することも考えら

れる。1)コンクリートの応力状態を測定するには、応力開放法が多く用いられており、コアの開放応力測定や

スロットストレス等によりＰＣ構造物に導入されているプレストレス量の推定が行われている。2) 

筆者らは、削孔によるコア周辺の開放応力に着目した応力開放法を開発し、劣化による変状を受けたＰＣＴ

桁橋の残存プレストレスの推定を行った。 

２．削孔によるコア周辺の開放応力測定法の概要 

ＰＣ橋梁のコンクリート断

面には、自重，プレストレス等

により構造物にとって微小な

無垢断面では一様な応力分布

が作用している。一方、穴の開

いた部材にσの応力を作用さ

せると、開口部周辺に３σの集

中応力が発生する事が知られ

ている。その事から、無垢断面

の状態に削孔などにより、部分

的に応力を開放すると削孔部

周辺に応力の再分配が生じ、応

力状態が変化する。（図-１参

照） 

コア削孔による応力開放法

は、削孔によって再分配さるコ

ア周辺部のひずみ変化量を計

測する。削孔により再分配され

たコア周辺部のひずみの計測

値を FEM 解析（図-2 参照）など

により逆算することから部材に作用している応力状態を推定することができる。 
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図－1 水平方向の応力度の変化 
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図－2 削孔による応力開放法の周辺ひずみ分布 
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３．コア削孔による応力開放法によるコア周辺ひずみ計測 

ＰＣＴ桁橋を削孔によるコア周辺の開放応力測定法からプ

レストレス量を推定した。 
応力開放法によるコア周辺ひずみは、写真－1 に示すように

削孔周辺部に 3 軸ストレインゲージ(5mm)を添付して計測をし

た。 

応力開放法によるコア周辺ひずみは、以下の手順で行った。 

① 鉄筋探査を行い、削孔位置を出す。 

② ストレインゲージをコンクリート表面に貼付する。 

③ 削孔前のひずみ計測する。 

④ コアーカッターで削孔する。 

⑤ 削孔後のひずみを計測する。 

⑥ 削孔前と削孔後のひずみより応力開放された周辺ひ

ずみを求める。 

４．死荷重応力状態の推定 

コア周辺の計測した開放ひずみを有限要素法解析（FEM）な

どから逆算して現状の死荷重応力状態を求めた。図-3 は、各点

のから求めた断面に作用する死荷重応力分布を示す。計測結果

は、誤差を多く含んだバラつきがあるものの、計測から得られ

た応力分布は、設計時の応力分布と逆の勾配を示す結果となっ

ていることが分かる。このことは、現状のＰＣ橋梁の死荷重応

力状態が、設計の仮定した条件と違う状態になっていることを

示している。 

５．プレストレス量の推定 

図－3 の死荷重応力状態から桁自重分等の応力を差し引き、

図－4 に示すように、プレストレス量を推定した。計測から求

めたプレストレス(赤の実線)は、設計時のプレストレス(赤の

破線)より減少していることが分かる。この結果より、減少し

たプレストレスを補う補強対策及び耐久性向上策を実施する

ことにより、ＰＣ橋梁の安全性を継続的に維持することが可能

となる。 

６．まとめ  

コア周辺の開放応力測定法により損傷を受けたＰＣＴ桁橋

のプレストレスの推定が可能であることが分かる。 
しかし、コア周辺の開放応力は、図－2 に示すように極めて微小な範囲での応力変動であるため、ストレイ

ンゲージではゲージ長の平均ひずみを計測していることとなり誤差が多くなる傾向にある。 
このため、今後、画像相関法による全視野ひずみ計測によるコア周辺部の微小範囲での応力変動計測の研究

開発する予定である。 
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写真－1 コア削孔 
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図－3 応力開放法からのひずみ分布 

Ｇ２

0

500

1000

1500

2000

2500

-300.0 -200.0 -100.0 0.0 100.0

応力度(kgf/cm2)

位
置
（
m
m
、
主

桁
上

縁
か

ら
）

D+P（設計）

D+P（推定）

P（設計）

P（推定）

 
図－4 推定プレストレス分布 
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